
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
資 料 

 



1. 調査団員氏名 

 

1-1 基本設計調査 

No. 業 務 氏 名 所 属 

 

1 

 

 

総括 

 

村上 裕道 

国際協力事業団 

無償資金協力部業務第 4課 

課長代理 

 

2 

 

 

技術参与 

 

河本 康秀 
水産庁 漁港部漁場整備部整備課 

海外水産土木専門官 

 

3 

 

 

業務主任／水産物流通計画 

 

近藤 衞 CRC 海外協力株式会社 

 

4 

 

 

副主任／道路設計 

 

岡崎 邦彦 ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ株式会社 

 

5 

 

 

水産施設計画 

 

川向 茂 CRC 海外協力株式会社 

 

6 

 

 

水産設備機材計画 

 

平岡 脩 CRC 海外協力株式会社 

 

7 

 

 

橋梁設計 

 

村上 脩二 ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ株式会社 

 

8 

 

自然条件調査 

(測量・地質) 
高山 博文 ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ株式会社 

 

9 

 

自然条件調査 

(水文) 
岡田 裕 ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ株式会社 

 

10 

 

 

施工計画／積算 

 

石井 優一 CRC 海外協力株式会社 

 

11 

 

 

業務調整員 

 

長島 聡 CRC 海外協力株式会社 
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1-2 基本設計調査概要書説明 

No. 業 務 氏 名 所 属 

 

1 

 

 

総括 

 

村上 裕道 

国際協力事業団 

無償資金協力部業務第 4課 

課長代理 

 

2 

 

 

技術参与 

 

河本 康秀 
水産庁 漁港部漁場整備部整備課 

海外水産土木専門官 

 

3 

 

 

業務主任／水産物流通計画 

 

近藤 衞 CRC 海外協力株式会社 

 

4 

 

 

副主任／道路設計 

 

岡崎 邦彦 ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ株式会社 

 

5 

 

 

水産設備機材計画 

 

平岡 脩 CRC 海外協力株式会社 
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2. 調査行程 

2-1 基本設計調査 

日順 月日 曜日 日程 宿泊地 

1 6 月 27 日 水 成田～ﾆｭｰﾖｰｸ（官側団員 2名および a,b） ﾆｭｰﾖｰｸ 

2 6 月 28 日 木 
ﾆｭｰﾖｰｸ～ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ、在ﾄﾘﾆﾀﾞｯﾄﾞ・ﾄﾊﾞｺﾞ日本国大使

館表敬訪問（官側団員 2名および a,b） 
ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ 

3 6 月 29 日 金 
ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ～ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

実施機関表敬（官側団員 2名および a,b） 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

4 6 月 30 日 土 
ｻｲﾄ調査 

成田～ｼｶｺﾞ～ｻﾝﾌｱﾝ（c,d,e,f,g,h,i） 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

5 7 月 1 日 日 
団内会議 

ｻﾝﾌｱﾝ～ｸﾞﾚﾅﾀﾞ（c,d,e,f,g,h,i） 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

6 7 月 2 日 月 関連機関表敬訪問、水産局および道路局協議 ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

7 7 月３日 火 
協議、ｻｲﾄ調査、現地再委託：魚市場ｻｲﾄ測量（陸上地

形）および深浅測量実施 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

8 7 月４日 水 
協議、ミニッツ署名、ｻｲﾄ調査 

潮位計測調査開始（潮位計の設置：連続 2週間） 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

9 7 月５日 木 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ～ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ（官側団員 2名） 

ｻｲﾄ調査 

ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

10 7 月６日 金 

在ﾄﾘﾆﾀﾞｯﾄﾞ・ﾄﾊﾞｺﾞ日本国大使館報告 

ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ～ﾆｭｰﾖｰｸ（官側団員 2名） 

ｻｲﾄ調査（ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 

ﾆｭｰﾖｰｸ 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

11 7 月７日 土 
ﾆｭｰﾖｰｸ～（官側団員 2名） 

ｻｲﾄ調査継続、漁村水揚地調査（ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 

機内泊 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

12 7 月８日 日 
～成田帰国（官側団員 2名） 

ｻｲﾄ調査継続、施設計画検討(ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ) 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

13 7 月９日 月 ｻｲﾄ継続調査、資料収集関連協議 ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

14 7 月 10 日 火 
ｻｲﾄ継続調査、魚市場：建築局を含む施設関連協議 

魚市場ｻｲﾄ 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

15 7 月 11 日 水 
ｻｲﾄ継続調査 

道路関連：道路 PIMU との協議 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

16 7 月 12 日 木 

全体協議（水産局、道路 PIMU） 

ｻｲﾄ継続調査、道路 Balthazar 橋ｻｲﾄ：地質調査（ﾎﾞｰﾘﾝ

ｸﾞ準備） 

潮流計測＃1開始（06：00～連続 72 時間） 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

17 7 月 13 日 金 ｻｲﾄ継続調査 ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

18 7 月 14 日 土 ｻｲﾄ継続調査、魚市場ｻｲﾄ：地質調査準備（陸上） ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

19 7 月 15 日 日 
ｻｲﾄ継続調査、魚市場ｻｲﾄ：地質調査（陸上＃1） 

潮流計測＃1終了（～06：00 連続 72 時間） 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

20 7 月 16 日 月 ｻｲﾄ継続調査、魚市場ｻｲﾄ：地質調査（陸上＃2） ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

21 7 月 17 日 火 ｻｲﾄ継続調査、魚市場ｻｲﾄ ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

22 7 月 18 日 水 
ｻｲﾄ継続調査 

潮流計測＃2開始（06：00～連続 72 時間） 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

23 7 月 19 日 木 ｻｲﾄ継続調査 ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

24 7 月 20 日 金 
ｻｲﾄ継続調査 

潮位計測調査終了（連続 2週間） 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

25 7 月 21 日 土 
ｻｲﾄ継続調査 

潮流計測＃2終了（～06：00 連続 72 時間） 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

26 7 月 22 日 日 ｻｲﾄ継続調査 ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 
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日順 月日 曜日 日程 宿泊地 

27 7 月 23 日 月 

全体協議（水産局、道路 PIMU）、ｻｲﾄ調査 

ﾄﾘﾆﾀﾞｯﾄﾞ・ﾄﾊﾞｺﾞへ積算資料等収集のため移動(h) 

海上ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ用のﾊﾞｰｼﾞ到着 

水産局協議（魚市場ｻｲﾄ土地関連） 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ 

28 7 月 24 日 火 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ～ｻﾝﾌｱﾝ～ｼｶｺﾞ(c,d,e,g) 

ｻｲﾄ調査、魚市場ｻｲﾄ：地質調査（海上）準備作業 

水産局協議（資料収集、魚市場ｻｲﾄ土地関連ほか） 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ～ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ (f) 

自然条件調査打合せ 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ 

ｼｶｺﾞ 

29 7 月 25 日 水 

ｼｶｺﾞ～(c,d,e,g) 

ｻｲﾄ調査、魚市場ｻｲﾄ：地質調査（海上＃1） 

水産局協議（資料収集、魚市場ｻｲﾄ土地関連ほか） 

ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ～ｸﾞﾚﾅﾀﾞ(f) 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ 

機内泊 

30 7 月 26 日 木 
～成田(c,d,e,g) 

ｻｲﾄ調査、魚市場ｻｲﾄ：地質調査（海上＃2） 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ 

31 7 月 27 日 金 
ｻｲﾄ調査、水産局協議 

（資料収集、魚市場ｻｲﾄ土地関連ほか） 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ 

32 7 月 28 日 土 

ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ～ﾆｭｰﾖｰｸ(h) 

魚市場ｻｲﾄ：地質調査（海上＃3） 

道路 PIMU とのｻｲﾄでの協議（私有地等の関連確認） 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

ﾆｭｰﾖｰｸ 

33 7 月 29 日 日 
ﾆｭｰﾖｰｸ～(h) 

ｻｲﾄ調査、資料整理 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

機内泊 

34 7 月 30 日 月 

～成田(h) 

水産局協議（まとめ）、ｻｲﾄ調査、資料収集 

道路：地質調査（Balthazar 橋＃1） 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ～ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ(a) 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ 

 

35 7 月 31 日 火 

在ﾄﾘﾆﾀﾞｯﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ日本国大使館報告（a） 

ｻｲﾄ調査、資料収集 

道路：地質調査（Balthazar 橋＃1） 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ 

 

36 8 月 1 日 水 

ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ～ﾆｭｰﾖｰｸ (a) 

道路：地質調査（Balthazar 橋＃1） 

ｻｲﾄ調査、資料収集 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

ﾆｭｰﾖｰｸ 

 

37 8 月 2 日 木 

ﾆｭｰﾖｰｸ～ (a) 

道路：地質調査移動準備（Balthazar 橋＃1） 

ｻｲﾄ調査、資料収集 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

機内泊 

 

38 8 月 3 日 金 

～成田 (a) 

道路：地質調査（Balthazar 橋＃1） 

ｻｲﾄ調査、資料収集 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

39 8 月 4 日 土 
道路：地質調査（Balthazar 橋＃1） 

ｻｲﾄ調査、資料収集 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

40 8 月 5 日 日 
道路：地質調査（Balthazar 橋＃1） 

ｻｲﾄ調査、資料収集 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

41 8 月 6 日 月 

道路：地質調査(Balthazar 橋＃1) 

ｻｲﾄ調査、資料収集 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ～ｻﾝﾌｱﾝ～ｼｶｺﾞ(i) 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

ｼｶｺﾞ 

42 8 月 7 日 火 

ｼｶｺﾞ～（i） 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ～ｻﾝﾌｱﾝ～ｼｶｺﾞ(b) 

道路：自然条件調査協議 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

機内泊 

ｼｶｺﾞ 
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日順 月日 曜日 日程 宿泊地 

43 8 月 8 日 水 

～成田（i）、 

ｼｶｺﾞ～（b） 

道路：自然条件調査協議 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

機内泊 

44 8 月 9 日 木 ～成田（b） ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

45 8 月 10 日 金 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ～ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ(f) 

道路：自然条件調査協議 
ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ 

46 8 月 11 日 土 ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ～ｸﾞﾚﾅﾀﾞ(f) ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

47 8 月 12 日 日 資料整理 ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

48 8 月 13 日 月 自然条件調査関連打合せ、道路：PIMU との協議 ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

49 8 月 14 日 火 ｸﾞﾚﾅﾀﾞ～ｻﾝﾌｱﾝ～ｼｶｺﾞ(f) ｼｶｺﾞ 

50 8 月 15 日 水 ｼｶｺﾞ～（f） 機内泊 

51 8 月 16 日 木 ～成田（f）  

コンサルタント 

a:業務主任/水産物流通計画、ｂ:副主任/道路設計、c:水産施設計画、d:水産設備機材計画 

e:橋梁設計、ｆ:自然条件調査(測量・地質)、ｇ:自然条件調査(水文)、ｈ:施工計画/積算 

i:業務調整員 

 
2-2 基本設計調査概要書説明 
日順 月日 曜日 日程 宿泊地 

1 10 月 25 日 木 
官団員：成田～ﾊﾞﾝｸｰﾊﾞｰ～ﾄﾛﾝﾄ 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：成田～ﾆｭｰﾖｰｸ 

ﾄﾛﾝﾄ 

ﾆｭｰﾖｰｸ 

2 10 月 26 日 金 

官団員：ﾄﾛﾝﾄ～ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：ﾆｭｰﾖｰｸ～ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ 

在ﾄﾘﾆﾀﾞｯﾄﾞﾄﾊﾞｺﾞ日本国大使館表敬 

ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ 

3 10 月 27 日 土 官団員、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ～ｸﾞﾚﾅﾀﾞ ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

4 10 月 28 日 日 団内会議 ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

5 10 月 29 日 月 
表敬訪問 

関係部署との協議(水産局・PIMU) 
ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

6 10 月 30 日 火 関係部署との協議(水産局・PIMU) ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

7 10 月 31 日 水 関係部署との協議(水産局・PIMU) ｸﾞﾚﾅﾀﾞ 

8 11 月 1 日 木 
ミニッツ署名 

ｸﾞﾚﾅﾀﾞ～ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ 
ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ 

9 11 月 2 日 金 

在ﾄﾘﾆﾀﾞｯﾄﾞﾄﾊﾞｺﾞ日本国大使館報告 

官団員：ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ～ﾄﾛﾝﾄ～ﾊﾞﾝｸｰﾊﾞｰ 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：ﾎﾟｰﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｲﾝ～ﾆｭｰﾖｰｸ 

ﾊﾞﾝｸｰﾊﾞｰ 

ﾆｭｰﾖｰｸ 

10 11 月 3 日 土 
官団員：ﾊﾞﾝｸｰﾊﾞｰ～ 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：ﾆｭｰﾖｰｸ～ 
機中泊 

11 11 月 4 日 日 ～成田  
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3.関係者（面会者）リスト 

3-1 基本設計調査 

所属機関名・役職名 氏名 
Ministry of Agriculture, Lands, Forestry and Fisheries  

Minister Ms. Hon. Claris Charls 
Permanent Secretary Ms. Beryl Isaac 
Chief Fisheries Officer, Fisheries Division Mr. James Finlay 
Fisheries Officer, Fisheries Division Mr. Johnson St. Louis 
Fisheries Officer, Fisheries Division Mr. Moran Mitchell 
Fisheries Officer, Fisheries Division Mr. Francis Calliste 
Chief Forestry Officer, Forestry Division Mr. Alan Joseph 
JICA専門家 有馬 新七氏 

Ministry of Works, Communications and Public Utilities  
Minister Mr. Hon. Gregory Bowen 

  Permanent Secretary Mr. Michael Pierre 
  Head, Project Implementation Management Unit Mr. John St. Louis 
  Chief Road Engineer, Road Division Mr. Joseph Gilbert 
Physical Planning Division  

Architect Mr. Cecil Frederick 
Physical Planner Ms. Narika Morain 

Grenville Fisheries Center  
  Fisheries Officer, Fisheries Division Mr. Jerry St. Louis 
 
3-2 基本設計調査概要書説明 

所属機関名・役職名 氏名 
Ministry of Agriculture, Lands, Forestry and Fisheries  

Minister Ms. Hon. Claris Charls 
Permanent Secretary Ms. Beryl Isaac 
Chief Fisheries Officer, Fisheries Division Mr. James Finlay 
Fisheries Officer, Fisheries Division Mr. Johnson St. Louis 
Fisheries Officer, Fisheries Division Mr. Moran Mitchell 
Fisheries Officer, Fisheries Division Mr. Francis Calliste 
Fisheries Officer, Fisheries Division Mr. Justine Rennie 
Fisheries Officer, Fisheries Division Mr. Roland A. Baldeo 
JICA専門家 有馬 新七氏 

Ministry of Works, Communications and Public Utilities  
Minister Mr. Hon. Gregory Bowen 

  Permanent Secretary Mr. Michael Pierre 
  Head, Project Implementation Management Unit Mr. John St. Louis 
Physical Planning Division  

Architect Mr. Cecil Frederick 
Physical Planner Ms. Narika Morain 

Grenville Fisheries Center  
  Fisheries Officer, Fisheries Division Mr. Jerry St. Louis 
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6. 事前評価表 

事業事前評価表（無償資金協力） 

1．協力対象事業名 

グレナダ  グレンヴィル水産物流通改善計画 

2．我が国が援助することの必要性・妥当性 

(1)人口約 10 万人という国家規模のため、技術協力及び水産無償資金協力を中心に行っている。技

術協力としては、1977 年度より農林水産業、運輸・交通などの分野における研修員受入れを行っ

ているほか、水産関係の専門家派遣等の実績がある。無償資金協力に関しては、漁業開発計画、漁

業施設建設計画等水産分野に限定して協力を実施してきているほか、1997 年 10 月からは東カリブ

地域で初の草の根無償を実施することとなった。また、1996 年度より初の開発調査である「道路

整備計画調査」を実施した。 

 

(2)グレナダ政府は、1994 年に中期経済戦略(Mid-term Economic Strategic Paper)を発表し、健

全な経済成長を達成するため、貧困削減、失業率減少、国民の福祉改善と生活向上等を主な内容と

する国家開発政策を継続的に推進してきている。この戦略における水産分野の基本政策には、国家

経済への貢献度拡大をはじめ、水産物の国内需要充足、現金収入増加、雇用拡大、国民の商業漁業

への参加促進などを掲げている。また、国家の基幹産業である水産業などの振興促進、地方経済の

振興促進には、効率的な道路整備事業の実施が重要かつ不可欠であるとしている。同国政府は、こ

れらの基本政策に基づき、漁業資源の持続的かつ効果的利用を基軸とし、漁業者の生活に密着した

より現実的な漁業振興プロジェクトの実施促進を図るべく鋭意努力している。 

 

(3)東海岸のグレンヴィルは、同国最大の水揚地であり若い漁業後継者も多く恵まれた状況にある

が、東海岸の漁獲物の多くが有効に流通するためには、最大の消費市場である首都圏（西海岸）へ

のアクセスが改善される必要がある。従って、グレンヴィルを中心とする同島東海岸における水産

物の水揚げ・流通施設の整備のみならず、西海岸と東海岸をつなぐグランドエタン道路の早急な改

修による市場アクセスの向上が、かかる上位目標を達成していく上で重要かつ緊急な課題となって

いる。 

 

3．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

 グレンヴィル魚市場等水産施設の建設、および首都圏とグレンヴィルを結ぶグランドエタン道

路・橋梁の改修を通じ、西海岸に比べ開発が遅れている東岸のグレンヴィルを基点とする水産物流

通の整備改善を図ることを目的とする。 

 

4．協力対象事業の内容 

(1) 対象地域 

 グレンヴィル、及びグランドエタン道路周辺の東西地域を中心としたグレナダ全域 

 

(2) アウトプット 

 グレンヴィル魚市場等水産施設の整備、及び首都とを結ぶグランドエタン道路の整備改修 
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(3) インプット 

1)施設 

(ｱ)水産施設：①水揚桟橋、②魚市場施設；魚市場建物（小売区画、製氷・貯氷設備ほか）、ワー

クショップ、漁民ロッカー、③外構施設；駐車場及び構内道路、照明設備 

(ｲ)道路関係：①道路改良：ヘアピンカーブ部（延長約 380m）、ヴェンドーム橋取付け道路（延

長約 104m）、バーチグローブ橋取付け道路（延長 86m）、バルタザール橋取付け道路（延長約

194m）、②橋梁改修：バーチグローブ橋の架け替え（橋長 31m）、バルタザール橋の架け替え

（橋長 41m）、セントシルグレートリバー橋の補修 

2)機材：①海水ポンプ､②手押し車､③保冷箱・魚箱､④計量秤、⑤無線装置､⑥修理工具等 
 

(4) 総事業費 

 概算事業費 14.04 億円（日本側 14.02 億円、グレナダ側 0.02 億円） 
 

(5) スケジュール 

 詳細設計期間を含め約 26 ヶ月を予定。 
 

(6) 実施体制 

 責任機関：農業国土林業水産省、 

実施機関：同省水産局（水産）及び公共事業省 PIMU（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施監理部；道路） 
 

5．プロジェクトの成果 

(1) プロジェクトにて裨益をうける対象の範囲及び規模 

直接裨益人口；グレンヴィル地区の漁業者、魚小売商・同流通業者、魚市場を利用する地域

住民（グレンヴィルを中心とするグレナダ島東岸の 3州）約 4万人 

間接裨益人口；グレナダ総人口約 10 万人 
 

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）を示す成果指標 
 

成果指標 2001 年（実施前） 2009 年（実施後） 

1) ｸﾞﾚﾝｳﾞｨﾙ魚市場での魚卸小売における施

氷率 
0% 100% 

2) グランドエタン道路の交通量 1,700 台/日 2,100 台/日 

 注：交通量は、バルタザール橋の数値を示す。 

 

6．外部要因リスク 

(1)グレナダ政府が魚市場施設、水揚桟橋、漁民ロッカーの管理運営体制の確立と適正な要員配置

を行なうこと。 
 

(2)グレナダ政府が施設の維持管理、機材の更新及び道路・橋梁の維持管理のための予算確保を行

なうこと。 

7．今後の評価計画 

(1) 事後評価に用いる成果指標 

1) グレンヴィル魚市場における施氷率 

2) グランドエタン道路の交通量 

(2) 評価のタイミング 

 終了後、適切な時期に実施予定 
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7. 参考資料/入手資料リスト 

資料

№ 資料名称 発行元 発行年月 備考 

1 National summary of registered fishermen by 
landing sites / location 

Fisheries 
Division 

  

2 Summary of registered fishing vessels: 
Grenada 

Fisheries 
Division 

  

3 Monthly production for the year 1999 
(Grenville) 

Fisheries 
Division 

2000  

4 List of registered vessels in St. Andrews Fisheries 
Division 

  

5 List of registered fishermen in St. Andrews Fisheries 
Division 

  

6 National summary of fish exports: Grenada 
(1994-1999) 

Fisheries 
Division 

2000  

7 National summary of fish exports Grenada : 
1987-1999 

Fisheries 
Division 

2000  

8 Monthly food production 1989-1998 - 1999  
9 Annual production by location Fisheries 

Division 
1989-1998  

10 List of registered fishermen in Grenada Fisheries 
Division 

  

11 Historical fish production data –Grenada 
(Value in EC$) 

Fisheries 
Division 

  

12 National summary of fish exports, Grenada- 
2000 

Fisheries 
Division 

2001  

13 National summary of total fish catch, 
Grenada-2000 (Quantity in Pounds, Value in 
EC$) 

Fisheries 
Division 

2001  

14 National summary of total fish catch, 
Grenada: 1999 (Quantity in Lbs and Value in 
EC$) 

Fisheries 
Division 

2000  

15 2001 Budget Speech Government 
Printing 
Office 

2001  

16 Laws of Grenada  LABOUR CODE Government 
Printing 
Office 

  

17 Gross domestic product by economic activity, 
at factor cost in current prices (EC$ million) 

-   

18 December 2000 Economic and Financial 
Review  

Eastern 
Caribbean 
Central 
Bank 

2001  

19 Estimates of Revenue and Expenditure 2001 Ministry of 
Finace 

2001  

20 Grenada Annual Abstract of Statistics 1996 CSO, 
Ministry of 
Finance 

1997  

21 Grenada MTESP 2000-2002 Department 
of Economic 
affairs 
Ministry of 
Finance 

ESP  
(Mid term) 
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資料

№ 資料名称 発行元 発行年月 備考 

22 Economic and Social Review 2000 CSO 2001  

23 Import of fish and fish products in 1998 CSO 1999  

24 Import of fish and fish products in 1999 CSO 2000  

25 Import of fish and fish products in 2000 CSO 2001  

26 Import of fish and fish products in 2001 CSO 2001  
27 National Summary of total fish catch, 

Grenada: 1999 
Fisheries 
Division 

2000  

28 National Summary of total fish catch, 
Grenada: 2000 

Fisheries 
Division 

2001  

29 National Summary of total fish catch, 
Grenada: 2000 

Fisheries 
Division 

2001  

30 Grenville 2000 Fisheries 
Division 

2001  

31 Daily landings for February 1999 Fisheries 
Division 

2000  

32 Daily landing for March 1999 Fisheries 
Division 

2000  

33 Financial statement 30th June 1998 GCFL 1999  

34 Financial statement 30th June 2000 GCFL 2001  
35 Caribbean Uniform Building Code:  

Part 1: Administration and Enforcement 
Caribbean 
Community 
Secretariat 

1985  

36 Caribbean Uniform Building Code: 
Part 2: Section 1  Structural Design 
Requirements 
Dead Load and Gravity Live Load 

Caribbean 
Community 
Secretariat 

1985  

37 Caribbean Uniform Building Code:  
Part 2: Section 7A  Structural Design 
Requirements 
Structural Steel / Limit States Design 

Caribbean 
Community 
Secretariat 

1985  

38 Caribbean Uniform Building Code:  
Part 2: Section 6  Structural Design 
Requirements 
Reinforce and Prestressed Concrete 

Caribbean 
Community 
Secretariat 

1985  

39 Caribbean Uniform Building Code:  
Part 2: Section 7C  Structural Design 
Requirements 
Structural Steel / Commentary 

Caribbean 
Community 
Secretariat 

1985  

40 Caribbean Uniform Building Code:  
Part 2: Section 8  Structural Design 
Requirements 
Structural Timber 

Caribbean 
Community 
Secretariat 

1985  

41 Caribbean Uniform Building Code:  
Part 2 : Section 2  Structural Design 
Requirements 
Wind Load 

Caribbean 
Community 
Secretariat 

1989  

42 Caribbean Uniform Building Code:  
Part 2: Section 4  Structural Design 
Requirements 
Block Masonry 

Caribbean 
Community 
Secretariat 

1985  
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資料

№ 資料名称 発行元 発行年月 備考 

43 Caribbean Uniform Building Code:  
Part 3:  Occupancy, Fire Safety and Public 
Health Requirements 

Caribbean 
Community 
Secretariat 

1985  

44 Caribbean Uniform Building Code:  
Part 2: Section 7B  Structural Design 
Requirements 
Structural Steel / Working Stress Design 

Caribbean 
Community 
Secretariat 

1985  
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